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水素電趣反應機構 水 渡 英 ニ…45
熱擴散と同位元素の分離 佐 藤 一 雄 …66
》
捗 鑷
17.酸素 及 び一 酸 化 淡 素 か らバ ラ水 業 の 分 離(87)i8.低 温 に 於 け る問 態 ホ 索化 合拘 の 光 分 解(87)
19.水素 原 子 の作 用 に依 る窒紊,燐,及 び 硫 黄 の高級 水素化 物 の 研 究(鮑)20.原 子 歌 永素 とア ゾ
メ タ ン との反感(88)21.ク ロ ロ プ レン刎t合 ・1凝 縮 相 に於 け る ク ロ ロプ レ ン重 合 の動 力學 に
對 す6テ トラ リン・ハ イ ドロκ 一 才 キサ イ ドの 影響(89)22.白 金表 面 に於 け る水 棄 の接 胸 酸 化,
化 學 發 光 及 び イオ ン化 現 象 の探 求(90)23.rl金 上 に淤 け るア セチ レ ン と水素 との 接 觸反 慮(90)
24.單位 「`II21mhol【z"ω1)25,蛋白 質 の單 分 子瞬 の新 しい つ く り方(92)26・ 熱 箆 性 を受
け た 血清 蛋 白の表 画 薄膜(92)27・ 高 分子 鞠 質 に及lfす有 捜濘 蝶 の作 用(93)2&化 學 的 に闘
係 あ る液 忸 の鮎度 と分 子 景 及 分 子容 との鵑 係(9・り29・ 透 電的 に定 め られ た蛋 白質 たin粒 子 の
形 と大 き さ(94)3α 趣 端 に大 きい速 度 勾醜 の 存 在す る際 の澱 粉溶 液 の 擧 動(95)31.図 質粒
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日本物理化學研究會 ノ機關誌タル本誌 ノ直接購讃者ヲ購讃食員 トス
本誌ハ隔月(偶數 月末 日)發行 トシ下R己内容ヲ村ス
(一)原報又ハ論説(二)昭 介又ハ講義(三)抄 録




他 二別册 トシテ物理化學丈獻集(新着外掏 雑誌 ・リ拔萃 ス)ヲ毎月
搬行 シ會費(年一・回)昌テ會員昌 ノミ.頒布 ス
本會ハ又吾國物理化學海外紹介 ノロ的ヲ以テ別二年三囘歟文號ヲ編纂シ本藷
觚 雌ノ隙 報」及ビ吾國二於 ケ・レ物期 匕畢研究 ノ抄録 ヲ掲載ス愉 費年二圓)
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物 理 化 学 の進 歩Vol.14nNo.e2(1940)
日 本 化 學 會
(明治十一年四月東京化學會 トシテ創立)
'





購 護 希 望 の 向 は 邦 交 會 誌 の 方 は
東 京市紳 田韆表祕 保町三 束
同 京橋環槇町三丁目三 北










第 二 慊 本曾は化學の進歩及ひ誓及を躡るを以τ目的とす
第 四 條 會員は化學に密捜なる関係を有する個人叉は圍體 たるへ し 似 下格⊃
恕則第二絛 曾員は下の資格の一を備ふへし
一 化學若 くは化學に密接の關係ある學科 を修 め夂は有盆なる研究論丈を公にしたること
一 化學上顕著の成縦を畢け若 くは化學工場に在bて 貴任ある位置に立ちたること
一 化學に密接なる關係を有する法人又はこれに相常する團腱たること
第 六 絛 入曾を望む者は曾旦二名の紹介を以τ學歴等を記入 したる申込書を曾長に差出すへし、其の
可否は常議曾に於て之を決す
第 十 五 條 常曾は曾秘報告及學街請演擦の爲め四.八兩月を除 き毎月之を開く(以下略)
第 十 七 傭i年 曾は(中 略)毎4P四月之を開く(以下略)
彙二十二探 本會は毎月一囘臼木化摩曾誌を恢行す、日本化學曾誌は之を邦女及歌丈の二種に分つ
細則第二+六 條 曾誌には報文、綜読、抄壕、雜縫、記事等の欄 を設く侭し歐女曾諮は報交を韭 とす
第二十三慊 會誌は會員1;配布し且畢術脇及の目的を以て之を發喪す
第二十四探 禽費13一箇年金拾征司とす





入會希望者に して紹介者 なきときは學業履歴及び現職 を特 に詳
記 して事務所へ 申込 まるぺ し
L











英 獨 佛 和 對 譯
内 見 本
定 債 三 薗 五 十 鍾
邃 料
セ ンキ ーセ ン ウ
十 四 韻.
菊 版 特 製 箱 入
紙鼓二百入十鈴夏
セ ン キ ン ゾ ク 賤 金腸bRse・meセし1,U鵬delmeヒal且(n),蹴6εαεooηπ購(恥)
セ ン コウ 選鎮oredじe8gin9,E麗beLacl【en(n〕,d7898επ盻鴻 ゴ8 η躍π6rα舶 肋L)
響 セ ン コウ キ 旋 光 器Pbbr:Bcope,PObri5kOP(n),ρ0∫ατ商cope(鶏)
セ ン コウ ケ イ 慶 光計 .polarimet。r,P・置a・i皿嘸r〔"}.Pぬ 再 祕 レθ〔朔》
セ ン=ウ ケ イ 泉 効 計12了
セ ン コウ セ イ 旋 光 性
0μfq四(∫),
セ助 瀛 灘 ・銘艦 濃鮴%謬 蓋液
セ ン コウ ブ ンサ・ン 旋 光soε撹foπ眦r68(ノ')標幣 液
磁8"3㎞7'o`
セ ン コウ ブ ン セ キ 旋 光:80`りα弼 〔協}溶 嬢
(f),衄 α勉38.So匸v㌶(n}溶媒 鮒 碧
セ ン シバ イ ヨ ウ 穿 剰Solv謡 題tion(勾瀞 媒 和
一セ。シ瀦 翻 盆,。灘,。、}溶媒綿
蠶 瓣 蠶 翻 溜 の}・媒・
セ ン シ踵ク ダ ン 続 色 剖80 .lven亀溶 媒
版
SOL-SP2
Spa竃曜en〔n)分割[,セ ヒ化 合 物01
Spaltunz(f)舅聞 【紬 晶 の】=闘裂 【有




8parkBP㏄帥m火 花 スペ ク トル
Spaヒe…5ε既6 ㎞ 〔皿)菱 繊 錆
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昭和入年發行の墳訂第五版化學語驚 ま三年を出でずして費 り盤され 昭和十一{研こには更に板を新 にするの絵農
なきに至った。是に於て本曾は二十餘省よ りなる化學語彙改訂委員を親織 し、婁員は今次新訂の方針として之を誤
植訂正の如き姑息なる處.置に止めず.斷 然聾 繊 の再独耐を行ひ、根本的の新版として之を江湖に閻はんとした。.
爾來滿ニケ年悶全員殆んど新雷を縞むの努力を以て噺に從ひ茲に漸く本改訂版上梓の蓮びとなつた。
索と本雷の發刊は其因頗る蕩 く、廻めに現今本邦撃會に行はれつ玉ある化學術語邦譯の大部分は其漉を本語彙
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物 理 化 学 の進 歩Vol.14nNo.2(1940)
'
1
月 刊 自 然 科 學 羅 誌
科 學
編 輯
安藤廣太郎 岡田武松 柴田桂太 大河内正敏 小泉 丹
柴田雄次 橋田邦彦 坪井誠太郎 仁科芳雄 生怯石原 純
,
自然科學の進展口ざましく,學界の渚躍益々盛んならん とす る時,荀 も
之に心を寄する人々は 自然科學全般の不断の情勢を知るべき何等かの機闘
を必要 とするであらう.. り
本誌は 英 のNature、米 のSCience,'佛のRevueg6n6rale,獨のNatur-
wissenschaften等と使命 を同 じ うする ものであつて發刊 以來10年 の歳 月を
閲 し.茲 に全 く我國唯 一の一般 白然科 學雜誌 としての内容 ・體裁 。椛威 を
具 ふ るに到つた.學 徒諸 士は 本誌 に よつて初 めて各 自に必嬰 な る硯野 を得
られ るで あら う.
寄
?
5月 號 内 容 梗 概
科 學 者 と教擬
書
夜 光 の彊 度 麗 化 の觀 測(小 岩井 誠).オ レイ ン檀 曹逹 水 溶 液 の 鉛ir〔膜 の書 命
に就 て(篠禅 省 治).藝 ヨ:山お 釜1.こつ いて の 鯉 寮(第3報)(虎石 成 美 ・廣 江 正 五 ・
寓 永 齊).Vlmsと 凝 乳 酵 素 との 顴 獄性 に就 て(守 山 英 蝦),シ ロヘ リハ ン
メ ウ αcindelan掘d5αa(τilr粗OL艀の 分.布北限(洛 淺 啓潰)・ 東 京 の氣 混
(繭弁 英 一郎),侠 搾 せ る河 口(1【レ野 尊正).
遞 ●
内 田 亨=犬 の嗅 昼 と悩 人奥
沼野 井 春雄=ll耄蛮 顴 に 於 け る血 液凝 悶
學界展孚
田 澤.撰夫 ・ 蚤白分解酵素並に蛋白質構造1{二閥ナるMaxBe・91n跚nの母
晩に對する批判(1)
科學羅婆
山 本 峰 黥 偶遑に於け翻 泌冊 究あ組織と其の機闘及び遲用(1)
林 鼇 雄31目d賦7ia聖phyきici5:に必要な滑養とその教育
薯吊1書一研究抄飾一科學時事一學貪及個人淌息
發行所 甥 離 睚 岩 波 書 店.
定 價50銭(逡 料L5錢)電 話 九 段(認)騒0187(引)
牛 年 分(7册)¥3600,一年 分(14册)V5・90(前金,邊 料 共 〕 振 替 口 座 東京26240
'
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日本 物 理 化 學 研 究 會
振 瞽 ・京 弩6047番
岩 波 書 店
解軽1.噺費尉鵠一 ツ題;ノ 三
.丸善株式會敵京都支庸
良昂お中寂益三 隆歎 置鴫
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